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大量のデータを活用し、有益な情報を発見するためのツールとして注目されているのが

トピックモデルである．トピックモデルは文書データの解析手法として提案された．ト

ピックモデルを用いることにより，人出を介在させることなく，大量の文書集合から話題

になっているトピックを抽出したり，それぞれの文書がどのようなトピックを持っている

かがわかる．更にトピックに相関があると考えられる場合がある．例えば新聞記事の場

合，政治と経済の２つのトピックを持つ記事は多くなるが，政治と芸能の２つのトピッ

クを持つ記事は少なくなる．それを仮定したモデルが Li and McCallum(2006)の相関ト

ピックモデルであり、それらを用いて文書分類を行っていく．

1 Latent Dirichlet Allocation(LDA)

代表的なトピックモデルである LDAでは，１つの文書が複数のトピックを持つと仮定

する．具体的な文書集合の生成過程は以下の通りである．

LDAの生成過程� �
1. For トピック k = 1, · · · ,K
（a）単語分布を生成 ϕk ∼ Dirichlet(β)

2. For 文書 d = 1, · · · , D
（a）トピック分布を生成 θd ∼ Dirichlet(α)

（b）For 単語 n = 1, · · · , Nd

i. トピックを生成 zdn ∼ Categorical(θd)

ii. 単語を生成 wdn ∼ Categorical(ϕzdn)� �
2 相関トピックモデル

相関トピックモデルは，トピックに階層構造を導入することによって，トピック間の

関係をモデル化する．たとえば，「料理」「健康」「保険」「薬」の４つの下位トピックがあ

るとする．「料理」「健康」トピックは同じ文書で出てくることが多く，また「健康」「保
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険」「薬」はよく一緒に議論されるトピックである．上位トピックとして「料理・健康」，

「健康・保険・薬」を用意することにより，これらの下位トピックの関係性をモデル化でき

る．具体的には，単語ごとにまず上位トピック分布 θd を用いて，上位トピック ydn を選

ぶ．次に，その上位トピックに応じた下位トピック分布 θd,ydn
を用いて下位トピックを

選ぶ．そして，選んだ下位トピックの単語分布 ϕzdn に従って語彙が決められる．文書 d

の上位トピック分布は θd = (θd1, · · · , θdS)であり，θds は文書 dで上位トピック sが選

ばれる確率，S は上位トピック数を表す．また，下位トピック分布は文書ごとに S 個あ

り，Θd = (θd1, · · · ,θdS)と表す．上位トピックに応じた下位トピック分布を用いること
により，同じ文書に現れやすい下位トピックをモデル化できる．生成過程は以下の通りで

ある．

相関トピックモデルの生成過程� �
1. For トピック k = 1, · · · ,K
（a）単語分布を生成 ϕk ∼ Dirichlet(β)

2. For 文書 d = 1, · · · , D
（a）上位トピック分布を生成 θd ∼ Dirichlet(α0)

（b）For s = 1, · · · , S
i. 下位トピック分布を生成 θds ∼ Dirichlet(αs)

（c）For 単語 n = 1, · · · , Nd

i. 上位トピック分布を生成 ydn ∼ Categorical(θd)

ii. 下位トピック分布を生成 ydn ∼ Categorical(θd,ydn
)

iii. 単語を生成 wdn ∼ Categorical(ϕzdn)� �
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